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栗原議員　平成 19 年の統一地方選挙の時、御船町
始まって以来の町長立候補者 3人による公開討論会が
行なわれた。立ち上げから運営まで町民がボランティア
でつくり上げたあの気運は、今でも御船町民の高い意識
の現れであったし、誇るべき事実であったと認識している。
マニフェストという斬新にも思える言葉に、町民の期待も
より一層高まった。今、町民の総意が得られて行政運
営が行なわれているかを聞きたい。
山本町長　マニフェスト型行政運営は、56人の町民が
関わられた公開討論会から始まった。マニフェストは町づく
りの道具であり、住民と行政と議会が関わって作っていく
べきもの。行政経験、各地区での住民の思いを入れて私
が作り上げた。充分目的は達成されつつあると思っている。
栗原議員　学校給食方式の問題は、町民のコンセンサ
スが得られるまで凍結するということだったが、町長案に
いつコンセンサスが得られたと思っているか。
山本町長　保護者との懇談会をする中で、地産地消と
食育について考える必要があると思った。決定方法が
透明になるよう、神吉氏に入ってもらってPI 方式でやっ
た。住民のコンセンサスは永遠の課題。3年かけて決
定したので充分得られた。
栗原議員　議会は財政問題で多方がセンター方式を望
んでいた。ところが、町長案の試算が公になったのは
12月議会で私が一般質問をした時。議会で協議される
こともなかった。行政報告の御船校区会場で「住民の
意見は自校方式だったが、議会はセンター方式だった。
バランスをとるために町長提案とした」と言われた。マニ
フェスト型行政を進めるにあたって町民の意見を聞くとし
ながら、ないがしろにされたと思う。
　給食問題を検討していく中で老人ホーム売却の話が
出てきた。どんな話し合いが行なわれているか。
松岡福祉課長　21 年 10月と4月に検討委員会が行な
われた。4月に指定管理者制度や民間への譲渡につい
て検討がされ、調査していくことになっている。
栗原議員　町長は10月に売却という話を出している。
その後、検討委員会が話し合うというのは考えられない
状態。民教委員会にはいつ投げかけたか。
松岡福祉課長　22 年 4月に説明だけをした。
栗原議員　今日初めて、元気クラブが社会福祉協議会

に委託される報告があった。いつ決まったのか。
山本町長　日にちは定かでない。社会福祉協議会の充
実の為に決断した。包括支援センターを民間でやるとい
う事も検討した。まずは元気クラブからと思っている。
松岡福祉課長　2月くらいだった。
栗原議員　民教委員会に報告してあるか。
松岡福祉課長　報告していない。
栗原議員　サポーターの方々は、町民の役にたてれば
という思いで務められている。3月最後の活動時に、社
協に移されることを聞いたと言われた。寝耳に水の状況
だったと思う。住民を大切にしなければ、地域の福祉は
支えられない。議会も軽視されていると思う。
　まちづくり交付金事業で進められる街中ギャラリーの計
画は、商工会や本町通りの方 と々協議をしたか。
栗永建設課長　協議していない。
栗原議員　街なかギャラリーはいつ決まったか。
栗永建設課長　21 年 5月の概算要望の時には入って
いない。21 年 11月の本要望では入っている。
栗原議員　マニフェストでは「すべてを明かしすべてを
聴く、町民のあなたが主役のふるさとづくり」を掲げてい
るが、竹バイオマス事業の説明では会社の現状（資本
金 610 万円、工場用地なし等）の説明がなかった。な
ぜしなかったのか。
山本町長　時間的余裕がなかった。
栗原議員　5会場を訪れたが、町長は一人で30 分～
40 分話をした。大方が竹バイオマスについてだった。--
町民が知るべき情報が出されていない。また、ある会場
で町長は「竹の事業は会社の方からきた。国の補助事
業を受けるためにはバイオマスタウン構想を掲げる必要
があると会社に言われた」と言った。バイオマスタウン
構想の検討委員さん方に、竹事業を進めていくことを伝
えていたのか。
山本町長　明確ではない。
栗原議員　町長がやりたい思いが先行して、その後検
討委員会が開かれたり、中には検討もされずに決定して
いっている。町長の夢を実現させるために町があるのでは
ない。町長一人の決断で進められることに危惧を覚える。
山本町長　限られた時間の中で情報をだしてやってい
かなければならない。マニフェストはあくまでも行政運営
の手法である。地域づくりも町づくりも人間関係が崩れる
ならやらない方がいい。
栗原議員　3者のバランスがとれていない。議会は軽視
され、町民の意見は反映されない。情報の公開、住民
の意見を聞く、当たり前のこと。基本ができていない。
山本町長　町長が方針を示す。それを議論するのが当
たり前。
栗原議員　議論ができる状況にすべき。町民が正しい
情報を得られるようにすべき。議会報告会では情報を出
していく。
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